
 

 

 
 

 

この場所での 
自殺を無くす 

一般の利用者に

よるこの場所の

立ち入り・利用

を犠牲にしない 
 

目標との 
バランス 

１．この場所への立ち入りと自殺を抑制

する 

２．人的な自殺防止対策の機会とそのた

めの体制を強化する 

３．自殺願望を抱く人が助けを求められ

る機会を増やす 

４．この場所についての世間のイメージ

を変える 

この場所の全部または一部を閉鎖する 

飛び降りを防止するための物的な障害を設ける 

境界標示や照明を設置するなど、他の抑止手段を導入する 

監視カメラや赤外線画像等の技術を用いて監視を強化する。スタ

ッフの配置やパトロールの頻度を増やす 

この場所やその周辺で働く人々に自殺防止対策への理解を深め

る研修を実施し、地域社会全体としての自殺防止対策への認識

および体制を強化する 

サマリタンズ（自殺予防活動を行う慈善団体）の標識や無料緊急

電話を設置する 

スタッフが常駐する避難施設や、最寄の避難施設への誘導スタッ

フを配置する 

自殺のメディア報道を制限する 

この場所での追悼や献花を行わせない 

この場所に新たなアメニティ・アクティビティを導入するととも

に、名称変更やマーケティングの見直しを検討する 

目 標 
 

目標達成のための 
主な行動分野 

各行動分野における具体策 
図
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【出典：公共空間における自殺防止対策 p.18 ／イギリス公衆衛生庁（2015年）】 


